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第２回専門委員会における主な意見（児童館ガイドライン） 

 

１．児童館ガイドライン改正案に反映したもの 

 

第１章 総則 

 ○ こどもが「権利の主体であることを実感できる」ことを追加してはどうか。 

 ○ 権利侵害事案が発生した場合の対応方法について、こどもに周知すること

を「必要がある」とし、事案発生時の対応は「努めなければならない」とす

るのはどうか。 

   ⇒両方ともに「必要がある」とした。 

    

第３章 児童館の機能・役割 

 ○ こどもが「権利の主体であることを実感できる」ことを追加してはどうか。 

 ○ こどもが多様であることは自明のため、削除してはどうか。 

 ○ こどもたちの表現は他にないため、「こども」に統一してはどうか。 

 

第４章 児童館の活動内容  

 ○ 放課後児童対策に関する専門委員会報告書を踏まえ、中・高校生世代の利

用について「開館時間の柔軟化」「夜間開館」などを追加してはどうか。 

   ⇒「開館時間等について、実際に利用可能な環境づくりに努めること」と  

した。 

 ○ 「こどもの権利に関する学習」について、「親子」を「保護者」と修正して 

はどうか。 

 ○ こども大綱を踏まえ、「こどもの意見形成への支援」を追加してはどうか。 

 ○ こども基本法を踏まえ、「多様な社会活動への参画」について追加してはど  

うか。 

 ○ こどもの話し合いの場等において「中・高校生世代が中心となる」という

表現は実態と合わないのではないか。 

○ 社会的・文化的な困難を抱えるこどもについて、「外国籍」と限定しないほ

うがよいのではないか。 

○ 地域組織活動を明確化するため「児童館等を拠点とする地域組織活動」と

してはどうか。 

○ 「こどもの権利に関する学習」について、住民意識を向上させるために、

「保護者とこども」のところに「地域住民」を追加してはどうか。 

  ⇒地域の健全育成の環境づくりの項目に追加した。 

 

※第４章５において、「母親クラブ」の用語が残っていたため、修正した。 

※用語解説に「放課後児童クラブ」の説明があったが削除し、第４章８の表題
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において「放課後児童健全育成事業」と明確化した。 

 

第５章 児童館の職員 

 ○ 職員の「こどもの権利に関する学習」について、職員が主体的に行うだけ

ではなく、運営主体の責務を入れてはどうか。 

 

第６章 児童館の運営 

○ 「児童館ガイドラインの普及啓発を市町村が行う」等、行政の役割を明確

化すべき。 

  ⇒本ガイドラインの全体を理解した上で、普及啓発に努めるとした。 

○ 第三者評価は、受審と公表がセットであるべき。 

○ 「事業所内での児童虐待」とすると、施設内部(建物内)と捉えられるので、

「管理下」としてはどうか。 

  ⇒「事業所において」として、施設内外問わず事業所職員が行うものと整  

理した。 

 

第７章 子どもの安全対策・衛生管理 

 ○ 交通事故に関して、公共交通機関を利用する場合を想定してはどうか。 

 ○ 置き去り等の防止のために、視認を行うことを追加してはどうか。 

   ⇒交通事故の防止として項目立てして、修文した。 

 ○ 災害への備えとして、業務継続計画において、こどもが安全に安心して過

ごすことができることや遊びの機会の確保への配慮を入れてはどうか。 

 ○ 性被害防止における「生命（いのち）の安全教育」の例示は本文ではない

方がよいのではないか。現場の負担になるのではないか。具体的な対応方法

が分かりづらいのではないか。 

   ⇒「用語等について」において、「生命（いのち）の安全教育」の活用が

考えられるとした。 

 

※第７章４（１）マニュアル策定の項目に、業務継続計画を追加していたが 

削除した。 

 

第９章 大型児童館の機能・役割 

○ 児童福祉文化財のデータベースを作成するよう求めてはどうか。 

  ⇒情報公開とした 

○ 過去の災害対応を踏まえ、災害発生時に「レスパイト」目的のために大型

児童館を活用することを入れてはどうか。 

 

※その他、語句の統一等を行った。 
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２．その他 

 

 ○ 児童館の整備について、行政の一定の責任を記載できないか。 

   ⇒児童福祉法上、都道府県、市町村に対して整備を求めることは困難と考  

えている。 

○ 児童館ガイドラインの解説書等が必要ではないか。 

   ⇒ガイドライン改正通知の発出時に、解釈通知の発出を検討する。 

 ○ 大型児童館部分について更なる改正が必要ではないか。 

   ⇒引き続きの議論が必要と考えている。 

 ○ 局長通知よりも上にすることが必要ではないか。 

   ⇒設置運営要綱が次官通知、局長通知となっていることから、現行の位置 

付けが適当と考えている。 


